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に Zoom のミーティング ID とパスコードを設定し，
Slack の「面接基礎トレーニング」チャンネルで参加す
る M 1に連絡した。オンライン面接基礎トレーニング



































































る，総合心理科学科の学部 1年生を Cl 役とした模擬的
な心理面接「フレッシュマンカウンセリング（以下，











































10 : 00～11 : 00
通信環境の確認を兼ねたオリエンテーション（事前学習）
・Zoom の使用確認 ・Slack の使用確認 ・自己紹介
2回目（5/11）






9 : 00～12 : 00
ロールプレイ①（実習）
・実習指導者／実習助手の職歴紹介 ・事前学習記録、実習日誌、プロセスレコードの
作成の説明 ・各ミーティングルームに分かれて各 5分間のロールプレイ（Cl 設定と
技法指定なし）
4回目（5/25）










15 : 00～18 : 00
面接基礎トレーニングの振り返り・リスク対応講義（実習）
・参加学生による実習の振り返り ・実習指導者からのコメント ・リスクマネジメン
ト講義 ・講義への質疑応答 ・実習日誌の作成
２３新型コロナウイルス感染症（COVID-19）流行下におけるオンライン面接基礎トレーニング
傾向に気づくことができた。
5．考 察
オンライン面接基礎トレーニングを体験する学生はも
とより，実習を提供する実習担当教員，実習指導者，実
習助手もオンラインでの心理面接のトレーニングは初め
てであったが，実習としてオンラインを活用した場合の
効果や留意点について，気づいたことを以下に述べる。
心理面接としての聞き手・話し手のコミュニケーショ
ンに関しては，基本的な応答や態度での違和感はなく，
ロールプレイ後の意見交換もスムーズに行うことができ
た。言語／非言語コミュニケーションの特徴として，言
語面では話し手が発言の語尾を曖昧にしたり沈黙したり
すると，そこから意図を読み取ることは対面よりも難し
く，双方が戸惑う場面があったため，はっきりとした言
語でのやり取りを意識することや，沈黙の程度によって
は通信環境の確認や話し手の受けとめ方を確認する必要
があった。非言語面では，合視がカメラの位置に依存す
るため，視線による話し手の心理的変化が読み取りにく
く，聞き手も視線による傾聴態度や心理的メッセージを
伝えにくいため，聞き手は視線の位置に注意が必要とな
った。相槌動作は，大きく行わないと静止画様になるこ
ともあったため，聞き手が共感的な態度を話し手に伝え
る工夫を意識することで，共感の重要性を具体的に理解
し，実感できた。対面に比べて情報量が少ないというこ
とが，逆に非言語コミュニケーションの重要性を意識で
きたと考える。
教育的効果としては，基本的な心理面接のコミュニ
ケーション技法を学ぶ点で，対面での効果とほぼ同等と
考える。対面では，言語コミュニケーションの内容を中
心にフィードバックされることが多いが，オンラインだ
と観察者，実習指導者が話し手・聞き手と同じ視点で
ロールプレイを観察できるため，非言語コミュニケーシ
ョンの在り方をより詳細に指導することが可能であっ
た。一方で，観察者の学生は，ロールプレイ中はビデオ
をオフにしているため，どのような態度でロールプレイ
を観察しているかを把握できず，振り返りの際もグルー
プとしての一体感を感じにくかった。
オンライン実習の留意点としては，事前準備としての
通信環境の確認や接続が不安定になった際の連絡方法の
共有を行い，通信の技術的な不安を解消しておく必要が
挙げられる。また，実習担当教員，実習指導者は実習中
の参加学生の行動把握のために，一時的な退席のルール
作りなどを予め行うなどして，場を共有するための工夫
も要るだろう。
今後，新型コロナウイルス感染症の流行が収束した後
も，実践としてオンラインでの心理面接が発展していく
可能性は十分にあるため，大学院生の実習としてオンラ
イン心理面接のトレーニングを取り入れることは有効と
考える。
関西学院大学心理科学実践２４
